
報告書抄録

ふ り が な こうよくじ だいいっきけいだいせいびじぎょうにともなうはっくつちょうさがいほう に

垂
ロ 名 興福寺 第 1期境内整備事業にともなう発掘調査概報 コ

副  書  名

巻 次

シ リー ズ名

シリーズ番号

編 著 者 名
箱崎和久・田辺征夫・高瀬要―・千田剛道・玉田芳英・山下信一郎・清水重敦・

次山 淳・清野孝之

編 集 機 関 奈良国立文化財研究所

所  在  地 〒6308577 奈良県奈良市二条町 2丁 目9-l Ъ1 0742 34 3931

発  行  者 興福寺

所  在  地 〒6308213 奈良県奈良市登大路町48番地 Te1  0742-22-7755

発 行 年 月 日 西暦 2000年 3月 31日

ふ りがな

所収遺跡名

よ りがな

所 在 地

コー ド 】ヒ 糸幸 東 経
調査期間

調査面積

m2
調査原因

市町村 遺跡番号
こう 工く  じ
興 福 寺 奈良県奈良市

登大路町

29201 34堰差

40う)

48れ少

135度

51分

46秒

1999.10.4

t

2000.2.16

1,485 境内整備

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

興 福 寺 寺  院 奈良時代

t

明治時代

坑

廊

房

合

き

籠

溜

土

敷
　
　
　
棄

回

僧

幅

石

燈

瓦

廃

瓦
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金属製品

銭 貨

中金堂院回廊の東

司ヒ隅菩Ь分を検出し

回廊の創建形態を

解明した。

前庭部において、

仮設建物 (幅合 )

跡・石敷き。燈籠

台石などを検出し

前庭部の様相を解

明した。

回廊に先行する東

西溝 2条を検出し

平城京の条坊側溝

に相当する可能性

があることを示唆

した。
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